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■
予
算
額
は
５
７
１
億
５，
４
０
０
万
円

平
成
17
年
度
当
初
予
算
は
、
各
会
計
の
総

額
が
５
７
１
億
５，
４
０
０
万
円
で
、
合
併
前

と
比
べ
る
と
４
・
２
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
会
計
は
若
干
増
加

一
般
会
計
は
、
合
併
前
と
比
べ
て
０
・
８
％

増
加
の
、
総
額
２
６
２
億
８，
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
未
払
金
や
旧
袋
井
市
の

「
減
税
補
て
ん
債
」
の
一
括
償
還
な
ど
を
差
し

引
け
ば
、
実
質
的
に
は
１
・
８
％
増
加
し
て
い

ま
す
。歳

入
は
、
法
人
市
民
税
と
固
定
資
産

税
が
堅
調
な
こ
と
か
ら
、
市
税

総
額
は
１
３
５
億
２，
５
５
１
万
円
と
、
前
年

比
実
質
４
・
６
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
浅
羽
中

学
校
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
中
遠
か
ら
引
き
継

い
だ
借
入
金
の
返
済
な
ど
に
充
て
る
た
め
、
減

債
基
金
か
ら
２
億
円
を
繰
り
入
れ
ま
す
。
市
債

は
、
23
億
６，
６
０
０
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

後
年
度
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
行
財
政
改

革
を
実
施
し
、
歳
入
の
確
保
に
努
め
、
財
政
の

健
全
性
を
維
持
し
ま
す
。

歳
出
は
、土
木
費
が
全
体
の
21
・
１
％
、

民
生
費
16
・
６
％
、
衛
生
費
13
・

６
％
、
教
育
費
13
・
２
％
な
ど
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
は
、
①
保
育
所
・
幼
稚

園
な
ど
の
少
子
化
対
策
事
業
②
公
共
施
設
を
は

じ
め
公
会
堂
・
一
般
住
宅
な
ど
の
耐
震
化
推
進

事
業
③
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
④
都
市
基
盤
整

備
事
業
⑤
治
水
対
策
事
業
な
ど
で
す
。

１人当たり、１世帯当たりの数値は、平成17年４月１日現在の
人口83,623人、世帯数28,145世帯で割った数値です。

16.6％�
�

市税�
135億2,551万円�
51.5％�
�

市債�
23億6,600万円  9.0％  

県支出金�
21億104万円  8.0％  

国庫支出金�
17億6,431万円  6.7％  

諸収入�
17億1,541万円  6.5％�

地方交付税�
12億円  4.6％�

地方譲与税�
9億734万円  3.4％  

地方消費税交付金�
8億円  3.0％�

使用料及び手数料�
4億2,472万円  1.6％�

地方特例交付金�
4億2,100万円  1.6％�

自動車取得税交付金�
3億5,000万円  1.3％�

分担金及び負担金�
3億3,241万円  1.3％�

繰入金�
2億2,078万円  0.8％�

その他�
1億5,148万円�
0.7％�

●一般会計�
歳入�

262億8,000万円�

道路や公園などの整備に使います
【主な事業】
治水対策事業
袋井駅南整備推進事業
西通新池線整備事業　　　　
湊中新田線整備事業

土木費　55億4,334万円

高齢者・児童などの社会福祉に使います
【主な事業】
地域子育て支援センター事業
乳幼児医療扶助事業
袋井北小学校区放課後児童クラブ施設整備事業
ねんりんピックリハーサル大会

民生費　43億7,189万円

６
月
の
市
議
会
定
例
会
で
平
成
17
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
２
６
２
億
８，
０
０
０
万
円
で
、
合
併
前
（
旧
袋
井
市
・
旧
浅
羽
町
の
当
初
予
算
の
合
算
）

と
比
べ
て
０
・
８
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

新
市
と
し
て
、
最
初
の
予
算
と
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
課
財
政
係

2
４
４
―

３
１
５
９

当
初
予
算�
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●企業会計
区　　分　　　 17年度当初予算額　 前年度対比

水 道 事 業 23億4,000万円 9.2%増
病 院 事 業 85億6,600万円 2.7%減
合　　計 109億 600万円 0.4%減

●特別会計

■
特
別
会
計
は
増
加

特
別
会
計
総
額
は
、
合
併
前
と
比
べ
て
11
・

８
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
は
、

13
か
月
相
当
の
保
険
給
付
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

■
企
業
会
計
は
減
少

企
業
会
計
総
額
は
、
合
併
前
と
比
べ
て
０
・

４
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
は
９
・
２
％
増
加
し
て
お
り
、
病

院
事
業
は
、
本
館
耐
震
補
強
事
業
の
終
了
な
ど

に
よ
り
２
・
７
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

◇
平
成
17
年
度
当
初
予
算
は
、
平
成
16
年
度
の
未
収

金
・
未
払
金
を
含
み
ま
す
。
前
年
度
対
比
は
、
旧

袋
井
市
・
旧
浅
羽
町
の
当
初
予
算
額
の
合
算
数
値

と
比
較
し
て
い
ま
す
。

区　　分 17年度当初予算額 前年度対比
土 地 取 得 4億3,000万円 48.3%増
国 民 健 康 保 険 61億6,500万円 12.0%増
老 人 保 健 57億3,600万円 7.4%増
介 護 保 険 38億5,500万円 27.1%増
簡 易 水 道 事 業 4億8,800万円 39.8%増
公共下水道事業 31億4,900万円 1.9%減
農業集落排水事業 2,100万円 18.6%増
駐 車 場 事 業 9,100万円 15.8%増
訪 問 看 護 事 業 3,300万円 7.3%減
合　　計 199億6,800万円 11.8%増

21.1％�

12.5％�

13.6％�13.2％�

11.3％�

5.0％�

3.6％�

�

●一般会計�

1人当たり 314,267円�
1世帯当たり 933,736円�

歳出�
262億8,000万円�

学校整備や社会教育に使います
【主な事業】
元気な学校・幼稚園づくり推進事業
スポーツ拠点づくり推進事業　　
浅羽中学校体育館建替設計

教育費　34億7,419万円
住民票交付や自治会活動支援
などに使います
【主な事業】
総合計画策定事業、防犯対策事業
フーちゃん号・メローバス運行事業　　　　
地域審議会、国勢調査

総務費　32億7,961万円

その他　1億2,633万円 0.5％

公債費　29億7,738万円

ごみ処理や病気の予防などに使います
【主な事業】
健康づくり推進事業
特定不妊治療費助成事業
クリーンセンター周辺整備事業

衛生費　35億8,335万円

議会費　2億4,096万円 0.9％

消防・防災のために使います
【主な事業】
地震対策事業、防災ラジオ普及事業
木造住宅耐震補強助成事業

消防費　13億1,589万円

農林業や水産業の振興ために使います
【主な事業】
松くい虫対策事業、コスモスまつり
土地改良事業（農道・排水路）

農林水産業費　9億3,288万円

商業や工業の振興、企業誘致のために使います
【主な事業】
商業まちづくり懇話会事業、産業まつり
ウオーキングメッカ事業

商工費　4億3,418万円 1.7％

借りたお金を返すために使います

議会の運営のために使います 労働費、災害復旧費、予備費



・
認
知
症
予
防
教
室
や
転
倒
予
防
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
へ
訪
問

指
導
を
行
い
ま
す
。

・
障
害
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
居
宅
生
活

や
施
設
訓
練
な
ど
の
支
援
、
就
労
支
援

を
行
い
ま
す
。

・
障
害
の
あ
る
児
童
の
た
め
、
児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

③
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る

環
境
の
整
備

Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
前
に
子
育
て
支
援
の
中
核

施
設
を
設
置
し
ま
す
。

プ
セ
ミ
ナ
ー
、
袋
井
保
健
セ
ン
タ
ー
分

室
で
の
貯
筋
健
康
教
室
を
行
い
ま
す
。

運
動
、
栄
養
、
健
康
診
査
に
重
点
を
置

い
た
健
康
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

新
市
誕
生
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
健
康
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

②
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど

人
に
や
さ
し
い
福
祉
体
制
の
充
実

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
介
護
保
険

事
業
計
画
）」
を
策
定
し
ま
す
。

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
２
０
０
６
」

（
第
19
回
全
国
健
康
福
祉
祭
し
ず
お
か
大

会
）
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
行
い
ま
す
。

１
健
や
か

い
き
い
き

心
や
す
ら
ぐ
ま
ち
づ
く
り

①
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
推
進

・
基
本
健
康
診
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
グ

ル
ー
プ
や
個
人
を
対
象
に
、
健
康
教
室

を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
食
育
ク
ッ
キ
ン

グ
講
座
を
行
い
、
自
分
の
健
康
を
守
り
、

健
全
で
豊
か
な
食
生
活
を
築
く
力
を

養
い
ま
す
。

・
公
会
堂
や
公
民
館
で
の
健
康
教
室
、
南

部
健
康
プ
ラ
ザ
で
の
健
康
ラ
イ
フ
ア
ッ

平
成
17
年
度
の
主
な
事
業

〈
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
〉

◇
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
２
０
０
６
」

（
第
19
回
全
国
健
康
福
祉
祭
し
ず
お

か
大
会
）
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
行

い
、
大
会
の
気
運
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

日
　
10
月
30
日
(日)

所
　
月
見
の
里
学
遊
館
、月
見
の
里
公
園

内
容

囲
碁
大
会
、
お
も
て
な
し
広
場

合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

今
年
度
は
、
次
の
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、

『
人
も
自
然
も
美
し
く
　
活
気
あ
ふ
れ
る
　
健
康
文
化

都
市
』
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

【
日
本
一
医
療
費
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
】

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を
目
標
に
、

生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
を
総
合
的
に
進
め
ま
す
。
生
活

習
慣
病
の
改
善
に
よ
る
健
康
増
進
と
疾
病
予
防
を
目
的
と
し

た
「
一
次
予
防
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
運
動
・
栄
養
・
健

康
診
査
に
重
点
を
置
い
た
健
康
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

【
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
】

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
木
造
住
宅

の
耐
震
補
強
工
事
助
成
や
家
具
な
ど
の
固
定
推
進
事
業
な
ど

地
震
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
常
習
的
な
冠
水
地
域
の

解
消
に
向
け
、
総
合
的
な
治
水
対
策
を
進
め
ま
す
。

【
み
ん
な
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
】

積
極
的
な
情
報
公
開
に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
の
も
と
に
、

市
民
活
動
へ
の
支
援
や
市
民
の
行
政
参
加
の
促
進
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

マスコット
ちゃっぴー

新

充

新新新

新 企
画
課
企
画
係
　
2
４
４
―

３
１
０
５

袋井市長　原田英之

4



③
歴
史
・
文
化
の
保
存
・
継
承
と

新
た
な
地
域
文
化
の
創
造
・
発
信

・
袋
井
市
文
化
協
会
な
ど
の
民
間
団
体
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

・
久
野
城
址
な
ど
歴
史
的
・
文
化
的
な
建

造
物
や
史
跡
の
保
護
・
活
用
に
努
め
ま

す
。

心
豊
か
な
人
づ
く
り

①
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
育
む

学
校
教
育
の
推
進

・
元
気
な
学
校
づ
く
り
・
元
気
な
幼
稚
園

づ
く
り
推
進
事
業
を
進
め
ま
す
。

夢
と
ふ
る
さ
と
を
育
む

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充

実
し
ま
す
。

袋
井
北
小
学
校
区
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
ま
す
。

高
南
・
浅
羽
東
幼
稚
園
で
預
か
り
保
育

を
始
め
ま
す
。

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を
始
め
ま
す
。

④
い
つ
で
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
市
民
病
院
に
お
い
て
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
、
効
率
的
な
経
営
と

療
養
環
境
の
改
善
を
進
め
ま
す
。

・
学
校
を
中
心
と
し
た
食
育
推
進
事
業
を

進
め
ま
す
。

袋
井
南
幼
稚
園
と
田
原
幼
稚
園
の
保
育

室
を
増
築
し
ま
す
。

浅
羽
中
学
校
体
育
館
の
建
替
設
計
を
行

い
ま
す
。

・
袋
井
北
小
学
校
・
三
川
小
学
校
の
校
地

拡
張
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

②
生
涯
に
わ
た
り
自
ら
学
び
、
個
性
が
輝
く

生
涯
学
習
の
推
進
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
月
見
の
里
学
遊
館
や
浅
羽
会
館
、
公
民
館

な
ど
で
の
学
習
の
機
会
を
充
実
し
ま
す
。

世
界
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
出
場
チ
ー
ム

を
受
け
入
れ
ま
す
。

浅
羽
球
技
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
夜
間
照

明
を
改
修
し
ま
す
。

「（
仮
称
）
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
選
手
権
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

〈
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
〉

◇
既
存
の
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
公
民
館
や

公
会
堂
な
ど
身
近
な
施
設
を
巡
回
す

る
「
移
動
型
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
行
い
ま
す
。

◇
地
域
住
民
で
支

え
合
う
子
育
て

支
援
活
動
を
進

め
ま
す
。

〈
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
〉

◇
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
、

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

顕
微
授
精
の
治
療
）

を
受
け
た
夫
婦

助
成
額
　
治
療
費
の
２

分
の
１(

県
か
ら
補

助
を
受
け
た
場
合
は

そ
の
金
額
を
差
し
引

い
た
額
の
２
分
の
１)

限
度
額

同
一
夫
婦
に
１
年
５
万
円

〈
元
気
な
学
校
・
幼
稚
園
づ
く
り
推
進
事
業
〉

◇
「
地
域
の
自
然
や
文
化
な
ど
の
教
育

的
な
資
源
の
活
用
」
や
「
優
れ
た
伝

統
文
化
の
継

承
」、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の

社
会
貢
献
活
動

へ
の
参
加
」
、

「
優
れ
た
特
技
の

伸
長
」
な
ど
創

意
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

〈
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
選
手
権
大
会
〉

◇
国
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事

業
の
採
択
を

受
け
、
エ
ア

ロ
ビ
ッ
ク
の

全
国
大
会
を

開
催
し
ま

す
。

◇
大
会
を
契
機

に
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
を
通
し
て
市
民

の
健
康
づ
く
り
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

日
　
平
成
18
年
１
月
９
日
(月)
成
人
の
日

所

エ
コ
パ
ア
リ
ー
ナ

ポイント
ポイント

ポイント

新 充

新

充新

新新新新

新市になって新しく始める事業 新市になって拡充する事業新 充
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３
知
恵
集
め
　
技
磨
き

明
日
を
拓
く
産
業
づ
く
り

①
地
域
社
会
・
消
費
者
と
結
び
つ
い
た

農
業
の
振
興

・
温
室
メ
ロ
ン
や
お
茶
、
お
米
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

・
有
機
栽
培
や
低
農
薬
栽
培
な
ど
の
安
全

で
安
心
な
農
産
物
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

・
地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
、
新
鮮
市
な

ど
を
支
援
し
ま
す
。

・
笠
原
三
沢
地
区
の
ふ
る
さ
と
農
道
整
備

事
業
や
山
田
原
農
道
と
木
原
北
農
道
の

改
良
工
事
を
進
め
ま
す
。

・
鳥
羽
野
排
水
機
場
の
修
繕
や
鳴
沢
池
堤
体

改
修
の
た
め
の
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
春
岡
地
区
と
山
崎
地
区
で
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業
を
進
め
ま
す
。

②
魅
力
あ
る
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

「(

仮
称)

商
業
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」

を
組
織
し
、
様
々
な
見
地
か
ら
商
業
振

興
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

③
自
然
や
歴
史
・
文
化
・
産
業
を
生
か
し
た

観
光
の
振
興

豊
か
な
自
然
や
恵
ま
れ
た
歴
史
・
文
化

的
資
源
を
活
か
し
た
多
く
の
観
光
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
す
。

・
「
袋
井
市
海
岸
ま
つ
り
」
や
「
コ
ス
モ

ス
ま
つ
り
」、「（
仮
称
）
ふ
く
ろ
い
産
業

ま
つ
り
ふ
れ
あ
い
夢
市
場
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

④
時
代
に
対
応
し
た
高
付
加
価
値
型
産
業

の
創
出

・
地
域
産
業
活
性
化
産
学
官
連
携
推
進
協
議

会
の
活
動
を
通
し
、
起
業
家
の
育
成
や

先
進
的
な
事
業
の
創
出
を
支
援
し
ま
す
。

・
山
科
東
工
業
団
地
の
造
成
や
優
良
企
業

の
誘
致
、
新
た
な
工
業
団
地
候
補
地
の

選
定
を
進
め
ま
す
。

４
住
ん
で
み
た
い

住
み
続
け
た
い

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

①
潤
い
の
あ
る
自
然
環
境
と
の
共
生

・
海
岸
地
域
の

松
林
保
全
の

た
め
、
松
く

い
虫
に
強
い

ク
ロ
マ
ツ
を

植
栽
し
ま
す
。

・
海
岸
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
、
県
な
ど

の
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し
ま
す
。

②
景
観
に
配
慮
し
た
美
し
い
生
活
空
間
の

形
成

・
上
石
野
公
園
や
天
王
森
公
園
、
春
岡
多

目
的
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

二
瀬
公
園
の
芝
張
緑
化
工
事
を
行
い
ま

す
。

・
各
種
緑
化
講
座
を
開
催
し
、
全
市
緑
化

を
進
め
ま
す
。

③
利
便
性
の
高
い
交
通
体
系
の
整
備

・
都
市
計
画
道
路
西
通
新
池
線
や
川
井
山

梨
線
、
村
松
山
科
線
な
ど
６
路
線
を
整

備
し
ま
す
。

・
市
道
湊
中
新
田
線
、
東
同
笠
江
之
端
線
、

平
宇
線
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

・
地
域
の
生
活
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
舎
改
築
な
ど
の
駅
南
地
区

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
自
主
運
行
バ
ス
「
フ
ー
ち
ゃ
ん
号
」
と

「
メ
ロ
ー
バ
ス
」
を
運
行
し
ま
す
。

④
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
居
住
環
境
の

整
備

・
駅
前
第
二
地
区
、
上
山
梨
第
二
地
区
、

春
岡
地
区
、
上
石
野
地
区
、
久
能
向
地

区
の
区
画
整
理
事
業
を
進
め
ま
す
。

・
ア
ク
ア
パ
ー
ク
あ
さ
ば
の
水
処
理
施
設

機
器
を
増
設
し
ま
す
。

・
公
共
下
水
道
事
業
（
袋
井
処
理
区
・
浅

羽
処
理
区
）
の
管
渠
か
ん
き
ょ
整
備
を
進
め
ま
す
。

浅
羽
団
地
の
管
路
修
繕
と
マ
ン
ホ
ー
ル

の
ふ
た
の
取
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

・
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
し
て
助

成
を
し
ま
す
。

⑤
環
境
負
荷
の
少
な
い
資
源
循
環
型
社
会

の
形
成

・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
生
ご
み

処
理
機
の
設
置
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

・
次
期
ご
み
焼
却
施
設
建
設
事
業
を
進
め

ま
す
。

・
ご
み
減
量
化
対
策
、
地
域
や
学
校
で
の

環
境
学
習
な
ど
、
市
民
と
協
働
し
て
環

境
問
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

新新

新新

〈
フ
ー
ち
ゃ
ん
号
・
メ
ロ
ー
バ
ス

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〉

◇
詳
し
く
は
、

本
紙
折
り

込
み
チ
ラ

シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

6
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⑧
消
費
者
対
策
の
推
進

消
費
生
活
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑨
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
効
率
的
な

行
財
政
運
営
の
推
進

・
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
財
政
改
革
を

進
め
ま
す
。

月
見
の
里
学
遊
館
で
住
民
票
な
ど
証
明

書
を
交
付
し
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
袋

井
市
総
合
計
画
」
づ
く
り
に
着
手
し
ま
す
。

・
広
愛
大
橋
や
市
民
体
育
館
の
耐
震
補
強

を
進
め
ま
す
。

・
自
主
防
災
組
織
の
資
機
材
や
耐
震
性
貯

水
槽
な
ど
の
防
災
施
設
を
充
実
し
ま
す
。

⑤
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

・
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
や
資
機
材
を
整
備

し
ま
す
。

・
浅
羽
分
署
の
消
防
ポ
ン
プ
車
の
更
新
や

資
機
材
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑥
防
犯
対
策
の
推
進

・
警
察
署
の
設
置
を
県
な
ど
へ
要
望
し
ま

す
。

・
自
治
会
の
防
犯
灯
設
置
を
支
援
し
ま
す
。

・
地
域
の
自
主
的
な
防
犯
ま
ち
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

⑦
交
通
安
全
対
策
の
推
進

・
深
見
地
内
の
山
梨
浅
羽
線
交
差
点
を
改

良
し
ま
す
。

・
防
護
柵
や
区
画
線
、
道
路
反
射
鏡
な
ど

を
整
備
し
ま
す
。

③
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

・
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

④
防
災
対
策
の
推
進

・
松
橋
川
流
域
総
合
治
水
計
画
の
策
定
や

沖
之
川
流
域
治
水
計
画
・
田
原
地
区
内

水
排
水
計
画
の
調
査
設
計
、
駅
南
地
区

の
市
有
地
の
暫
定
掘
削
な
ど
総
合
的
な

治
水
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
の
助
成
額
を

増
額
し
ま
す
。

災
害
情
報
等
収
集
用
防
災
ラ
ジ
オ
の
普

及
に
努
め
ま
す
。

５
み
ん
な
で
築
く
　
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

①
市
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
支
援

・
自
治
会
な
ど
地
域
づ
く
り
を
行
う
各
種

の
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

・
公
会
堂
の
整
備
・
改
修
を
支
援
し
ま
す
。

②
市
民
と
行
政
の
協
働
体
制
の
充
実

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
団
体
）
に
関
す

る
情
報
紙
の
発
行
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
指

針
を
策
定
し
ま
す
。

市
章
や
市
歌
、
市
民
憲
章
を
制
定
し
、

新
市
に
お
け
る
市
民
意
識
の
高
揚
と
一

体
感
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

〈
総
合
計
画
の
策
定
〉

◇
新
市
建
設
計
画
を
尊
重
し

な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
対
話
を
基
本
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
計

画
書
を
策
定
し
ま
す
。

市
民
意
見
の
集
約
方
法

施
策
ニ
ー
ズ
調
査
、
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー

ル
、
移
動
市
長
室
、
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
、
市

民
意
識
調
査

〈
木
造
住
宅
耐
震
補
強
助
成
〉

◇
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ

た
木
造
住
宅
を
耐
震
補
強
工
事
す
る

場
合
、
助
成
し
ま
す
。

補
助
限
度
額
　
▽
一
般
世
帯
…
60
万
円

▽
高
齢
者
世
帯
・
障
害
の
あ
る
方
が

い
る
世
帯
…
80
万
円

〈
災
害
情
報
等
収
集
用
ラ
ジ
オ
普
及
〉

◇
地
震
・
大
雨
な
ど
の
災
害
に
備
え
、

市
民
が
緊
急
情
報
な
ど
を
収
集
で
き

る
よ
う
、
小
型
防
災
用
ラ
ジ
オ
の
購

入
を
補
助
し
ま
す
。

〈
消
費
生
活
相
談
体
制
の
充
実
〉

◇
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み

事
な
ど
の
早
期
解
決
の
た
め
、
相
談
窓

口
を
充
実
し
ま
す
。

【
相
談
時
間
】

日

月
〜
金
曜
日
　

時

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

所

市
役
所
２
階
商
工
課

詳しくは本紙8・9ページの
「特集 袋井市総合計画を作ります」
をご覧ください。

詳しくは
本紙21ページの
「耐震工事などの費用
を補助します」を
ご覧ください。

新市になって新しく始める事業 新市になって拡充する事業新 充

新新

充新

充新新
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8

総
合
計
画
策
定
の
基
本
的
な
考
え
方

新
た
に
策
定
す
る
総
合
計
画
は
、
素
案

づ
く
り
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
画
し
て

も
ら
い
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

集
約
し
て
作
成
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
実
現
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
計
画
書
と
な
る
よ
う
、
次
の

方
針
に
よ
り
取
り
組
み
ま
す
。

１

ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
な
指
針
と
し

て
策
定
し
ま
す
。

２

新
市
建
設
計
画
を
基
本
と
し
て
策
定

し
ま
す
。

３

多
く
の
市
民
意
見
の
集
約
と
市
民
参

加
を
基
本
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働

し
て
策
定
し
ま
す
。

４

ま
ち
づ
く
り
の
進
行
管
理
が
で
き
る

計
画
書
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

■
総
合
計
画
の
構
成
■

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基
本
計

画
、
実
施
計
画
に
よ
り
、
構
成
し

ま
す
。

基
本
構
想
…
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
基
本
的
な
考
え
や
「
目
指
す
ま

ち
の
姿
」「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

目
標
」
な
ど
を
示
し
ま
す
。

基
本
計
画
…
基
本
構
想
の
実
現
に
向

け
た
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
施

策
や
方
針
な
ど
を
示
し
ま
す
。

実
施
計
画
…
財
政
計
画
と
の
整
合
を

図
り
、
向
こ
う
３
か
年
に
実
施
す

べ
き
事
業
を
示
し
ま
す
。



い
て
、
意
見
を
交
換
し
ま
す
。

実
施
時
期
　
７
月
〜
平
成
18
年
３
月
ご
ろ

※
随
時
開
催

◇
公
募
に
よ
り
集
ま
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん

が
、
市
政
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
施
策
な

ど
を
検
討
し
ま
す
。
計
画
の
素
案
づ
く

り
か
ら
参
画
し
て
も
ら
い
ま
す
。

募
集

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
メ
ン
バ
ー
」

を
本
紙
７
月
15
日
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で

募
集
し
ま
す
。

◇
子
育
て
、
健
康
づ
く
り
、
環
境
な
ど
ま

ち
づ
く
り
の
各
分
野
に
お
い
て
、
皆
さ

ん
の
意
識
を
調
査
し
ま
す
。

対
象
　
抽
出
し
た
市
内
の
世
帯

調
査
時
期
　
平
成
18
年
２
月
ご
ろ

調
査
方
法
　
郵
便
に
よ
る
調
査

結
果
を
も
と
に
、
各
地
区
で
市
民
の
皆

さ
ん
と
意
見
を
交
換
し
ま
す
。

開
催
場
所

市
内
各
公
民
館

実
施
時
期

10
〜
11
月
ご
ろ

◇
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
何
を
期
待

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
し
て
広
く
意
見
や
提
案
を
募

集
し
ま
す
。

実
施
時
期

10
〜
11
月
ご
ろ

◇
市
長
が
各
種
団
体
の
会
合
な
ど
に
出
向

い
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

◇
市
内
の
世
帯
を
対
象
に
、
各
分
野
に
つ

い
て
現
状
の
満
足
度
と
そ
の
重
要
度
を

調
査
し
ま
す
。

【特集】

施
策
ニ
ー
ズ
調
査

主
に
、
次
の
６
つ
の
方
法
で
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
伺
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
率
直
な
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

調
査
時
期
　
７
月
15
日
(金)
〜
８
月
10
日

(水)
調
査
方
法
　
自
治
会
を
通
じ
て
７
月
15
日

(金)
か
ら
班
内
回
覧
に
よ
り
調
査
し
ま

す
。

◇
「
地
域
の
課
題
へ
の
対
応
」「
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す
る
こ
と
」

な
ど
に
つ
い
て
、
施
策
ニ
ー
ズ
調
査
の

袋井市総合計画を作ります

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル

移
動
市
長
室

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

市
民
意
識
調
査

皆
さ
ん
の
意
見
が

新
し
い「
ふ
く
ろ
い
」を
つ
く
り
ま
す

●施策ニーズ調査　●タウンミーティング�
●インターネットメール　●移動市長室�
●市民意識調査　�

●公募市民を基本に構成��

●市民の観点からこれからの
まちづくりを検討�

【策定委員会】�
市長、助役、収入役、教育長ほか�

▲�
▼�

【総括研究会】�
各部会の正副部会長ほか�

▲�
▼�

【専門部会】�

●学識経験者：25人以内��
●全市的、専門的な観点から調査審議�

連携�

産業経済部会�生活環境部会�

健康福祉部会� 都市建設部会�

教育文化部会�

意見集約�

まちづくり市民会議�

反
　
映�

意
　
見�

市�

総合計画審議会�市  議  会�

9 広報ふくろい 2005 平成17年7月1日

計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
17
年
６
月

市
議
会
に
総
合
計
画
策
定
方
針
の
報

告
、
総
合
計
画
審
議
会
条
例
制
定

７
月
〜
平
成
18
年
７
月

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約

平
成
17
年
８
月

総
合
計
画
審
議
会
の
設
置

平
成
18
年
３
月

市
議
会
に
基
本
構
想
(案)
を
上
程

９
月市

議
会
に
て
基
本
計
画
(案)
を
協
議
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筋
力
を
貯
め
よ
う
”健
康
貯
筋
“

６
月
か
ら
袋
井
保
健
セ
ン
タ
ー
分
室
で
は

「
体
を
使
っ
て
”
貯
筋
ち
ょ
き
ん

“
健
康
教
室
」
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

教
室
で
は
、
自
宅
で
簡
単
に
無
理
な
く
で

き
る
筋
力
ア
ッ
プ
運
動
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
法

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

教
室
に
参
加
す
る
皆
さ
ん
は
、
毎
回
、
体

脂
肪
、
筋
肉
量
、
基
礎
代
謝
量
な
ど
を
測
り
、

全
17
回
の
教
室
を
通
し
て
、
ど
れ
だ
け
変

化
が
み
ら
れ
る
か
、
数
値
で
確
か
め
ま
す
。

栄
養
面
か
ら
も
筋
力
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
食

事
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
き
ま
す
。

プ
ロ
の
技
を
見
逃
す
な

６
月
10
日
、
健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進

協
議
会
の
皆
さ
ん
35
人
が
参
加
し
て
、「
プ

ロ
か
ら
学
ぶ
魚
の
お
ろ
し
方
」
を
テ
ー
マ
に

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
市
内
で
鮮
魚
店
を
営
む
高
橋

眞
人
ま
こ
と

さ
ん
（
下
町
）
を
招
き
、
ア
ジ
の
お
ろ

し
方
や
新
鮮
な
魚
を
見
分
け
る
方
法
を
学
び

ま
し
た
。
こ
の
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
各

公
民
館
の
料
理
教
室
な
ど
で
地
域
の
皆
さ
ん

に
伝
え
て
い
き
ま
す
。
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岐
阜
県
青
墓
小
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す

御
飯
が
炊
け
て
き
た
よ
！

６
月
７
日
、
月
見
の
里
学
遊
館
で
22
人

が
参
加
し
て
「
４
・
５
歳
児
の
食
育
ク
ッ
キ

ン
グ
講
座
」
が
開
講
し
ま
し
た
。
全
８
回
行

い
、
食
べ
物
や
体
、
栄
養
な
ど
に
つ
い
て
学

ん
で
い
き
ま
す
。

今
回
は
「
米
と
麦
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
稲
と
麦
を
手
に
取
っ
て
、
色
、
手
触
り
、

米
や
麦
か
ら
で
き
る
食
べ
物
の
違
い
な
ど
を

確
か
め
ま
し
た
。

透
明
の
ア
ク
リ
ル
製
容
器
と
コ
ン
ロ
を
使

い
「
は
じ
め
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
、
中
パ
ッ
パ
」

の
火
加
減
で
御
飯
を
炊
き
、
米
が
水
を
吸
っ

て
、
炊
き
あ
が
る
ま
で
を
観
察
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
袋
井
・
浅
羽
両
保
健
セ
ン
タ

ー
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
10
日
、
岐
阜
県
大
垣
市
立
青
墓
あ
お
は
か
小
学

校
の
６
年
生
63
人
が
三
川
小
学
校
を
訪
れ
ま

し
た
(※)
。

両
校
の
児
童
た
ち
は
、
積
雲
院
（
袋
井
市

友
永
）
で
、
郷
土
歴
史
研
究
家
の
清
水
忠
雄

さ
ん（
見
取
）か
ら
、
三
川
地
区
と
青
墓
地
区

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
源
朝
長
と
も
な
が

の
お
墓
を
お
参
り
し
ま
し
た
。

三
川
小
学
校
６
年
生
22
人
が
三
川
地
区
を

案
内
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
地
域
の
イ
チ

ゴ
・
メ
ロ
ン
・
お
茶
・
酪
農
農
家
を
訪
問
し
な

が
ら
、
約
３
時
間
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

秋
に
は
、三
川
小
学
校
６
年
生
が
青
墓
小

学
校
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

※
三
川
小
学
校
と
青
墓
小
学
校
は
、
鎌
倉
幕

府
を
開
い
た
源
頼
朝
よ
り
と
も
の
兄
・
源
朝
長
の
お

墓
が
積
雲
院
と
円
興
寺（
大
垣
市
青
墓
町
）

に
あ
る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、平
成
５
年

か
ら
交
流
し
て
い
ま
す
。
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市
民
病
院
に
は
、
２
人
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
相
談
員
）
が
い
ま
す
。

「
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
と
い
う

と
、
聞
き
慣
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

患
者
さ
ん
が
、
病
気
に
伴
っ
て
抱
え
て
い
る

不
安
や
心
配
事
な
ど
の
相
談
を
受
け
る
相
談

員
で
す
。

患
者
さ
ん
や
家
族
か
ら
話
や
悩
み
を
聞
き
、

患
者
さ
ん
が
よ
り
よ
い
療
養
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

【
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
相
談
日
】

日
　
月
〜
金
曜
日

時
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
都
合
が
つ

か
な
い
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

所
　
市
民
病
院
１
階
相
談
室
ま
た
は
、
病

棟
の
デ
イ
ル
ー
ム
相
談
室

内
容
　
療
養
に
関
す
る
相
談
、
医
療
費
の

支
払
い
に
関
す
る
相
談
、
退
院
後
の
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
の
紹
介
な
ど

対
象

市
民
病
院
に
入
院
ま
た
は
、
通
院

し
て
い
る
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族

申
込
方
法

担
当
の
医
師
・
看
護
師
を
通

じ
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
病
院

玄
関
に
あ
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ま

た
は
、
受
付
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
電
話
で
相
談
日
時
を
予
約
し
て
か
ら
、
来

院
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
来
院
し
て
も
、

お
待
た
せ
し
た
り
、
対
応
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◇
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
ご
存
知
で
す
か
？

■
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

◇
現
在
お
使
い
の
緑
色
の
「
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
高
齢
受
給
者
証
」
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
(日)
で
す
。

◇
対
象
の
方
に
は
、
新
し
い
ク
リ
ー
ム
色
の

高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

対
象

国
保
に
加
入
し
て
い
る
70
〜
73
歳

の
方
（
昭
和
７
年
10
月
１
日
生
ま
れ
〜

昭
和
10
年
７
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、

老
人
医
療
を
受
け
て
い
な
い
方
）

郵
送
時
期

７
月
下
旬

◇
８
月
以
降
、
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合

は
、「
国
保
の
保
険
証
」
と
新
し
い
ク
リ
ー

ム
色
の
「
高
齢
受
給
者
証
」
の
両
方
を
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
減
額
認
定
証
の

更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

◇
国
保
の
「
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
(日)
で
す
。

対
象

国
保
に
加
入
し
て
い
る
全
員
が
市

民
税
非
課
税
の
世
帯
の
方

持
ち
物
　
申
請
書
、
国
保
の
保
険
証
、
高

齢
受
給
者
証
（
70
歳
以
上
の
方
）

申
請
場
所

市
役
所
１
階
市
民
課
国
保
年
金

係
・
支
所
１
階
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
係

◇
現
在
、
国
保
の
「
減
額
認
定
証
」
を
持
っ

て
い
て
、
引
き
続
き
対
象
に
な
る
方
に
は
、

７
月
上
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
早

め
に
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

（
収
入
の
増
加
や
世
帯
員
の
異
動
な
ど
で
認

定
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

市
民
課
国
保
年
金
係
2
４
４
―

３
１
１
３

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
係2

２
３
―

９
２
１
２

高
齢
受
給
者
証
と
減
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す
！

市民病院管理課
243-2511（代表）

1 患者さんの主体性を尊重します
患者さんや家族の状況、ニーズなどを把握し、利
用するサービスを患者さん自身が選択できるよ
う、多くの情報を提供します。

2 地域の医療機関と連携を図ります
退院後、患者さんにあったサービスが総合的に利
用できるように、関係機関と連携をとります。

3 プライバシーは保護します
秘密は固く守ります。安心してご相談ください。

減
額
認
定
制
度
…
国
保
に
加
入
し
て
い
る
70

歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
上
の
老
人
医
療
障

害
認
定
者
を
含
む
）
が
、
病
院
な
ど
に
入

院
し
た
場
合
、
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度

額
や
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
制
度
で
す
。

減
額
認
定
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

古
い
高
齢
受
給
者
証
は

各
自
で
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
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〜
地
域
と
と
も
に
犯
罪
抑
制
へ
〜

県
や
市
で
は
、
地
域
か
ら
犯
罪
の
防
止
や

抑
制
に
努
め
よ
う
と
「
地
域
防
犯
ま
ち
づ
く

り
組
織
」
の
設
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

防
犯
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
県
か
ら
指
定
を

受
け
た
三
川
地
区
で
は
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

や
住
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
た

講
習
会
な
ど
を
実
施
し
た
結
果
、
犯
罪
の
抑

制
に
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。ま

た
、
今
井
地

区
（
警
察
庁
の

「
地
域
安
全
安
心
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ

ル
地
区
」）
や
笠
原

地
区
、
袋
井
北
地

区
で
も
地
域
を
挙

げ
て
防
犯
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
地
域
の
防
犯
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
振
興
課
市
民
活
動
支
援
係

2
４
４
―

３
１
０
7

【
地
域
か
ら
は
じ
め
る

防
犯
ま
ち
づ
く
り
】

〜
身
近
な
犯
罪
情
勢
〜

県
下
の
刑
法
犯
罪
件

数
は
、
平
成
14
年
を
ピ

ー
ク
に
15
年
・
16
年
と

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
磐
田
警
察
署
管

内
は
、
わ
ず
か
で
す
が
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。
磐
田
警
察
署
管
内
の

犯
罪
認
知
件
数
の
内
訳

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
窃
盗
犯
79
・
2
％

（
空
き
巣
、
乗
り
物
盗
な

ど
）

▽
知
能
犯
3
・
6
％
（
詐
欺
、
横
領
、
偽
造
）

▽
粗
暴
犯
2
・
6
％
（
暴
行
、
傷
害
な
ど
）

▽
風
俗
犯
0
・
9
％
（
と
ば
く
、
わ
い
せ
つ
）

▽
凶
暴
犯
0
・
7
％
（
強
盗
、
放
火
な
ど
）

▽
そ
の
他
13
・
0
％
（
住
居
侵
入
・
器
物
損

壊
な
ど
）

防犯まめ知識 

～磐田警察署管内で窃盗犯 
が最も多発しています～ 

ひとくちメモ ひとくちメモ 

ご
み
の
分
別
の
仕
方
で
、
多
く
寄
せ
ら
れ

る
質
問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
旧
袋
井
地
域
と

旧
浅
羽
地
域
で
は
、
分
別
が
異
な
り
ま
す
。

ご
み
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
従
っ
て
正
し
く
ご
み

を
出
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
？

旧
袋
井
地
域
で
は
「
革
製
品
・
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
ポ
ン
ジ
等
」
で
す
。
旧
浅

羽
地
域
で
は
「
破
砕
ご
み
」
で
す
。

※
1
ｍ
以
内
に
切
断
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
用
の
ビ
ニ
ー
ル
、農
薬
容
器
な
ど
は
？

市
で
は
、
引
き
取
れ
ま
せ
ん
。
購
入
店
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
が
れ
き
類
」
で
す
。

ぬ
い
ぐ
る
み
は
？

▽
中
身
が
ス
ポ
ン
ジ

旧
袋
井
地
域
で
は
「
革
製
品
・
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
・
ス
ポ
ン
ジ
等
」
で
す
。

旧
浅
羽
地
域
で
は
「
破
砕
ご
み
」
で
す
。

▽
中
身
が
綿

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
で
す
。

じ
ゅ
う
た
ん
は
？
　

▽
ゴ
ム
の
す
べ
り
止
め
が
あ
る

旧
袋
井
地
域
で
は
「
革
製
品
・
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
・
ス
ポ
ン
ジ
等
」
で
す
。

旧
浅
羽
地
域
で
は
「
破
砕
ご
み
」
で
す
。

▽
ゴ
ム
の
す
べ
り
止
め
が
な
い

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
で
す
。

▽
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

旧
袋
井
地
域
で
は
「
金
属
複
合
ご
み
」
で
す
。

旧
浅
羽
地
域
で
は
「
金
物
」
で
す
。

ふ
と
ん
は
？

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
で
す
。

～ごみの分別Ｑ＆Ａ～

環境衛生課環境保全係　244-3115

市民サービス課地域振興係 223-9215

（※）燃やせないごみは、
搬入前に市役所や支所で手
続きが必要です。

空き巣や乗り物盗などの被害
に遭わないためにも、外出する
ときは戸締まりをしましょう。
自転車などには丈夫な補助錠
をもう一つ付けるなど、被害
に遭わないよう日ごろから心
掛けましょう。

平成15年
62,275
3,632

静岡県下
磐田警察署管内

平成16年
60,440
3,657

刑法犯罪認知件数　　　　　　（単位：件）
平成14年
63,008
3,609
平成16年犯罪白書から

収
集
場
所
に
出
せ
な
い

大
き
い
ご
み
は
、
各
施

設
へ
直
接
搬
入
(※)
し
て

く
だ
さ
い
（
有
料
）。

割
れ
て
し
ま
っ
た
び
ん
類
は
？
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「男は仕事、女は家庭」と
いった性別による固定的な役
割分担にとらわれずに、家庭で、
地域で、学校で、職場で、そ
れぞれの個性と能力を発
揮できることです。 

男女共同参画とは 

先
日
、
大
日
地
区
へ
ホ
タ
ル
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
平
日
で
し
た
が
、
ホ
タ
ル
が

一
番
多
く
飛
ん
で
い
る
午
後
８
時
ご
ろ
に
は
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
見
学
に
来
て
い
ま

し
た
。
夕
や
み
に
な
る
と
、
雄
が
、
お
腹
の
先
端
か
ら
強
い
光
り
を
発
し
な
が
ら
宙

を
舞
い
、
草
む
ら
で
光
っ
て
い
る
雌
に
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

竹
や
ぶ
の
前
で
無
数
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
乱
舞
し
て
い
る
様
子
は
す
ば
ら
し
く
、

ま
る
で
夢
の
中
の
よ
う
で
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
「
蚊
帳

か

や

」
の
中
に
小
さ
い
ホ
タ
ル

が
迷
い
込
ん
で
フ
ワ
フ
ワ
舞
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
赤
い
つ
り
手
の

つ
い
た
緑
色
の
麻
の
蚊
帳
と
黄
緑
色
の
ホ
タ
ル
の
光
が
は
っ
き
り
目
に
浮
か
び
ま
す
。

ホ
タ
ル
は
一
生
の
ほ
と
ん
ど
を
水
中
で
過
ご
し
ま
す
。
き
れ
い
な
川
が
減
っ
て
い

る
今
日
、
宇
刈
川
の
源
流
に
近
い
こ
こ
で
は
、
地
元
の
有
志
や
自
治
会
の
皆
さ
ん
の

努
力
も
あ
っ
て
、
水
が
き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

大
日
地
区
に
は
、
昔
か
ら
ホ
タ
ル
は
い
ま
し
た
が
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
少
し
ず
つ

増
え
始
め
ま
し
た
。
地
元
の
皆
さ
ん
が
「
螢
の
里
」
と
名
付
け
、
標
識
や
案
内
看
板

を
作
っ
た
り
、
歩
き
や
す
い
よ
う
に
川
沿
い
の
草
を
刈
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
も
あ
り
、
ホ
タ
ル
を
見
に
来
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
見
所
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク

ー
ル
に
出
品
さ
れ
る
花
壇
も
そ
の
一
つ
で
す
。
丹
精
込
め
て
造
ら
れ
た
花
壇
は
、
見

る
人
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
が
身
の
回
り
を
き
れ
い
に
す
る
と
、
そ
れ
が
徐
々
に
周
り
の
人
々
に
伝
わ

り
歳
月
を
経
て
、
や
が
て
地
域
の
誇
り
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
活
動
が
市
内
全
域

に
広
が
る
こ
と
に
よ
り
、
袋
井
市
が
す
ば
ら
し
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

螢の里

花
屋
は
、
将
来
な
り
た
い
職
業
ラ
ン

キ
ン
グ
で
、
女
の
子
で
は
３
年
連
続
の

２
位
、
男
の
子
で
は
、
上
位
に
入
っ
て

い
ま
せ

ん
。
下
表

参
照
（
２

０
０
５
年

度
版
「
新

小
学
１
年

生
の
将
来

就
き
た
い

職

業

」

（
(株)
ク
ラ
レ
調
査
）
か
ら
）

１
年
半
前
、
花
屋
を
開
い
た
永
田

武
成
た
け
し
げ
さ
ん
（
神
長
南
）
に
、
今
の
仕
事

を
選
ん
だ
理
由
を
聞
き
ま
し
た
。

「
小
学
生
の
と
き
は
、
物
を
作
る
仕

事
を
し
た
く
て
大
工
さ
ん
に
あ
こ
が
れ

て
い
ま
し
た
。
高
校
生
に
な
り
、
両
親

が
花
の
栽
培
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ

しあわせ推進課人権啓発室
244-3116

問 

永田武成
たけしげ

さん

フラワーデザインスタジオ
「花歩
はなほ

」経営。国家検定1級技
能士フラワー装飾、職業訓練
指導員の資格を持つ

り
、
花
を
き
れ
い
に
装
飾
し
て
販
売
す

る
花
屋
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま

し
た
。

花
屋
を
女
性
の
仕
事
と
し
て
意
識
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
好
き

な
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
毎
日
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
り
、

現
在
は
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
教
室
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
男
性
・
女
性
に
関

係
な
く
花
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
て
ほ

し
い
で
す
」

花
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
た
く
て
、こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た

新小学1年生の将来就きたい職業
女の子

パン・ケーキ・お菓子屋
花屋
看護師
教師
保育士
芸能人・タレント
医師
スポーツ選手

男の子
スポーツ選手
運転手・運転士
警察官
職人
消防士
パン・ケーキ・お菓子屋
自営業
パイロット

順位
１
２
３
４
５
６
７
８



子どもの写真、お気に入りの写真などに写真の
タイトル、住所、氏名（ふりがな）、年齢（生年月日）、
電話番号、自治会名を書き添えて送ってください。 
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●「誕生日おめでとう」
左から安達隼斗ちゃん（3歳）、友華

ゆう な

ちゃん（1歳）新町

●「初めての三輪車」
杉山陽菜

ひ な

ちゃん（1歳）法多

●「おやつタイムが1番なかよ
し」

左から吉田奏子ちゃん（5歳
）、朱音

あかね

ちゃん（4歳）、陸ちゃん（2歳
）

堀越中

広報ふくろい 2005 平成17年7月1日

葉
っ
ぱ
や
貝
殻
で
模
様
づ
け

６
月
９
日
、
浅
羽
南
小
学
校

の
６
年
生
62
人
が
「
縄
文
・

弥
生
土
器
作
り
」
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
粘
土
で
形
を
作
り
、

葉
っ
ぱ
や
ひ
も
、
貝
殻
を
使

っ
て
、
模
様
を
付
け
ま
し
た
。

土
器
は
２
〜
３
週
間
か
け
て

乾
燥
さ
せ
、
窯
で
焼
き
あ
げ

ま
す
。

縄
文
土
器
（
約
６
０
０
０
年

前
）
は
、
小
笠
山
丘
陵
で
出

土
し
て
い
ま
す
。
弥
生
時
代

（
約
１
６
０
０
年
前
）
の
弥
生

土
器
は
諸
井
や
山
科
で
出
土

し
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
選
手
も
出
場
し
た
陸
上
大
会
を
お
手
伝
い

５
月
21
日
、
エ
コ
パ
で
陸

上
長
距
離
走
記
録
会
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ｉ
ｎ
エ
コ

パ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ふ
く
ろ
い
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
」
の
皆
さ
ん
は
、

選
手
の
受
け
付
け
や
ゼ
ッ
ケ
ン

の
配
布
な
ど
で
、
大
会
を
支
え

ま
し
た
。
大
会
に
は
日
本
の
ト

ッ
プ
選
手
を
含
む
約
４
２
０
人

が
参
加
。
Ｎ
Ｅ
Ｗ
!!
わ
か
ふ

じ
国
体
で
袋
井
を
訪
れ
た
選
手

も
出
場
し
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
大
き
な
声
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

●「6月4日・5日、長野県木曽漆器祭・奈良井
宿場祭で、木原大念仏を披露してきました」

木原大念仏保存会 藤城秀雄さん　木原



７
月
24
日
(日)
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

静
岡
県
知
事
選
挙

投
票
に
行
こ
う
！

20
歳
以
上
の
方
（
昭
和
60
年
７
月
25
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
平
成
17
年
7
月
6
日
（水）

現
在
、
３
か
月
以
上
袋
井
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
（
4
月
6
日
以
前
に
届
け
出
）、

引
き
続
き
市
内
に
住
ん
で
い
る
方

※
4
月
7
日
以
降
に
袋
井
市
内
に
転
入
し
た
方

は
、
市
役
所
1
階
市
民
課
ま
た
は
、
支
所
1

階
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
発
行
す
る
「
引
き
続

き
証
明
書
」
を
持
参
の
う
え
、
以
前
住
ん
で

い
た
市
区
町
村
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

※
6
月
29
日
以
降
に
市
内
で
転
居
し
た
方
は
、

以
前
住
ん
で
い
た
場
所
の
投
票
所
（
入
場
券
に

書
か
れ
た
投
票
所
）
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

7
月
7
日
(木)
か
ら
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
に
、

は
が
き
式
の
投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
。

投
票
は
、
７
月
24
日
（日）
に
市
内
26
の
投
票
所
で

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

入
場
券
に
書
か
れ
た
投
票
所
に
、
入
場
券
を
持

っ
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
無
く
し
た
り
、
届
か
な
か
っ
た
場

合
も
、
選
挙
人
名
簿
に
名
前
が
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
選
挙
当
日
、
係
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

選
挙
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
で
き

な
い
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

7
月
8
日
(金)
〜
7
月
23
日
(土)
（
土
・
日

曜
日
・
祝
日
も
投
票
で
き
ま
す
）

投
票
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

投
票
場
所

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、
支
所

1
階
ロ
ビ
ー
（
ど
ち
ら
で
も
投
票
で
き
ま
す
）

持
ち
物
　
入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

静
岡
県
知
事
選
挙
の
投
票
が
、
7
月
24
日
(日)
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
市
内
26
の
投
票
所
で
午
前
７
時

か
ら
午
後
8
時
ま
で
投
票
で
き
ま
す
。
大
切
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
ず
投
票
に

出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
　
2
４
４
―

３
１
０
０
　
　

問 
投
票
で
き
る
方

投
票
に
は
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

期
日
前
投
票

16

24



④記載 ⑤投票 投票用紙を
投票箱へ入
れます。

入場券を受付に出してくだ
さい。入場券に受付番号を
打ちます（入場券を無くし
た方や代理投票の方は、投
票所で申し出てください）。

静
岡
県

知
事
選
挙

投
票
箱

①受付②記載③投票

入場券と選挙
人名簿を照ら
し合わせます。

②名簿対照

③静岡県知事選挙
投票用紙交付

入場券を静岡
県知事選挙の
投票用紙に交
換します。

期
日
前
投
票
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

①受付

「宣誓書」に投
票日に投票所に
行けない理由な
どを記入してく
ださい。
係員が選挙人名
簿と照合し、
投票用紙を
交付します。

市役所1階市民ホー
ル、支所1階ロビー
で行います。

投票所では

投票用紙に支持する
候補者1人の氏名を
書き込みます。

17 広報ふくろい 2005 平成17年7月1日

投票用紙に支持する
候補者1人の氏名を
書き込みます。

静
岡
県

知
事
選
挙

投
票
箱



不
在
者
投
票
施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院

や
老
人
ホ
ー
ム
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
方
は
、

施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
施
設
の

管
理
者
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
投
票
が
で
き
る
市
内
の
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
】

▽
袋
井
市
民
病
院

▽
袋
井
み
つ
か
わ
病
院

▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
可
睡
寮
」

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
明
和
苑
」

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
萩
の
花
」

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
デ
ィ
ア
コ
ニ
ア
」

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
萬
松
の
里
」

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
紫
雲
の
園
」

【
郵
便
等
投
票
】

重
度
の
障
害
が
あ
る
方
や
介
護
が
必
要
な
方

で
、
投
票
所
に
行
け
な
い
方
が
、
郵
便
で
投
票

で
き
る
制
度
で
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
で
、
両
下
肢
や
内
臓
機
能
な

ど
に
一
定
以
上
の
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

②
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
要
介
護

状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る
方

〜
代
理
記
載
制
度
〜
　

◇
郵
便
等
投
票
を
す
る
時
に
、
代
理
の
方

が
投
票
用
紙
に
記
載
で
き
る
制
度
で
す
。

対
象

郵
便
等
投
票
の
①
ま
た
は
②
と
、
次

の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
上
肢
ま
た
は
、

視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
で
あ
る
方

②
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
上
の
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
上
肢
ま
た
は
、

視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら

第
２
項
症
ま
で
で
あ
る
方

請
求
方
法
　
7
月
20
日
(水)
ま
で
に
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
（
※
）」
を

添
え
て
、
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
持
ち
で
な
い
方
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
代
理
投
票
】

け
が
や
障
害
な
ど
で
、
字
が
書
け
な
い
方
は
、

係
員
が
代
筆
し
ま
す
。
選
挙
当
日
、
係
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
点
字
投
票
】

各
投
票
所
に
は
、
点
字
器
が
あ
り
ま
す
。
必

要
な
方
は
、
選
挙
当
日
、
係
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

投
票
・
開
票
の
状
況
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
「
ハ
ロ
ー
ふ
く
ろ
い
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

投
票
状
況
は
、
7
月
24
日
(日)
午
前
10
時
ご
ろ

か
ら
、
１
〜
２
時
間
ご
と
に
発
表
し
ま
す
。

開
票
状
況
は
、
7
月
24
日
(日)
午
後
10
時
ご
ろ

か
ら
、
30
分
ご
と
に
発
表
し
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.city.fukuroi.shizuoka.jp/

【
携
帯
端
末
対
応
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.city.fukuroi.shizuoka.jp/i/

【
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
ハ
ロ
ー
ふ
く
ろ
い
】

電
話
や
フ
ァ
ク
ス
で
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
（
携
帯
電
話
か
ら
の
通
話
は
有
料
で
す
）。

利
用
方
法

①
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
ー

８
６
ハ
ロ
ー
ー

２
９
６
１

ふ

く

ろ

い

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
（
携
帯

電
話
か
ら
は
、
０
５
３
８
ー

４
４
ー

２
９
６
１

へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
）。

②
音
声
案
内
に
従
っ
て
コ
ー
ド
番
号
を
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ド
番
号

９
３
１

静
岡
県
知
事
選
挙
の
お
知
ら
せ

９
３
２
　
不
在
者
投
票

９
３
３
　
期
日
前
投
票

９
３
４
　
投
票
速
報

９
３
５
　
開
票
速
報

選
挙
権
の
あ
る
方
は
、
開
票
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
　
7
月
24
日
(日)

時
　
午
後
９
時
〜

場
所

袋
井
体
育
セ

ン
タ
ー
（
袋
井
市

上
田
町
２
６
７
―

19
）

受
付
場
所

袋
井
体

育
セ
ン
タ
ー
玄
関

前
受
付
時
間

午
後
８
時

〜
８
時
15
分

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
午
後
８
時
20
分

ご
ろ
か
ら
袋
井
体
育
セ
ン
タ
ー
玄
関
で
抽
選

を
行
い
ま
す
。

【
飲
食
物
の
提
供
】

選
挙
運
動
の
た
め
に
飲
食
物
を
出
す
こ
と
は
、

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
戸
別
訪
問
】

候
補
者
や
運
動
員
が
有
権
者
の
家
を
訪
ね
て
、

投
票
を
依
頼
し
た
り
、
投
票
を
さ
せ
な
い
よ
う

に
依
頼
し
た
り
す
る
行
為
は
、
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
気
勢
を
張
る
行
為
】

有
権
者
の
関
心
を
集
め
る
た
め
に
、
自
動
車

を
何
台
も
連
ね
た
り
、
隊
列
を
組
ん
で
往
来
す

る
よ
う
な
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
、
次
の
場
合
は
無
効

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
決
ま
り
を
守
っ
て
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

◇
白
紙
投
票
、
い
た
ず
ら
書
き

◇
候
補
者
名
以
外
の
こ
と
を
書
い
た
時

◇
字
が
読
め
な
い
時

◇
決
め
ら
れ
た
用
紙
を
使
わ
な
い
時

市
選
挙
管
理
委
員
会

2
４
４
―

３
１
０
０

投
票
日
当
日

2
4
3
―

9
１
7
9

問 問 

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

入
院
し
て
い
る
方

開
票
を
見
学
で
き
ま
す

こ
ん
な
運
動
は
禁
止
で
す

一
票
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

様
々
な
方
法
で
投
票
で
き
ま
す

N

東海アクシス 
看護専門学校 

至国道1号 

小
川
町
郵
便
局 
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大事な投票、忘れずに！



掛之上の一部（旧掛之上南）、田端、大門一丁目、大門二丁目、大門三丁目、大門
五丁目、小野田

柳原、南町、青木町第１、青木町第２、小川町、清水町、砂本町、高尾台

川井東、川井中、川井西第１、川井西第２、木原、土橋、西田

新町、中央、本町、方丈東、方丈中、方丈南、方丈西、方丈北、新屋、永楽町

鷲巣上、鷲巣下、可睡、上久能、中久能、北町

下久能、天神町、田町、泉町、葵町、旭町

久津部西の一部、久津部北、村松下、村松上、村松西

上新池、下新池、松袋井、彦島

五十岡、西区、上区、東区、下区、南区、三沢、三輪、柏木

上町、中町、下町、月見町、入古町、金屋敷、沖山梨、春岡（下川原を除く）

下山梨上、下山梨下、平宇、春岡（下川原）、可睡の杜南

一色、馬ケ谷、宇刈三沢、中村、大日

市内の投票所
投 票 区 投　票　所

西通、東通、栄町、睦町、掛之上（旧掛之上北・旧掛之上南の一部）、下地、
三門町

神長南、神長中、神長北、宝野、大通、菩提、法多、上石野、祢宜弥、下石野、
山田川、寺前

深見北、深見南、深見東、太田、太田南、太田東、太田西、延久、横井、徳光、小山

見取、大谷、友永、萱間、川会、山田

■6月29日以降、市内で転居した方は、前住所地の投票所で投票してください。

山科上、山科下、堀越上、堀越中、堀越一丁目、堀越二丁目、堀越三丁目、堀越五丁目

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

第10投票区

第11投票区

第12投票区

第13投票区

第14投票区

第15投票区

第16投票区

第17投票区

第18投票区

第19投票区

第20投票区

第21投票区

第22投票区

第23投票区

第24投票区

第25投票区

第26投票区

駅前自治会館

袋井南公民館

高南公民館

袋井南中学校

袋井西公民館

袋井市役所

袋井北公民館

市民体育館

若草幼稚園

袋井東公民館

袋井東幼稚園

今井公民館

三川公民館

田原農村総合管理センター

笠原公民館

月見の里学遊館

周南中学校

宇刈いきいきセンター

諸井公会堂

浅羽防災センター

浅羽会館

浅羽西公民館

浅羽東公民館

大野研修センター

浅羽南公民館

湊東公会堂

上貫名、下貫名、久津部西の一部、久津部東、名栗北原川、不入斗、菅ケ谷

区　　域　　（ 自　治　会　）

諸井

浅羽、浅羽後谷田、浅羽山の手、浅羽南

浅名、豊住

長溝、浅岡上、浅岡下、中、風の街、浅羽一色、富里上、富里中、富里下、西ケ崎

新堀、梅山、松原、初越

中新田、大野

東同笠、西同笠、太郎助

湊東、湊中、湊西
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◇紫外線は、皮膚内の細胞に悪影響を与え、皮膚の老化を早めたり、皮膚がんの
発生率を高めたりします。

◇有害な紫外線から皮膚を守るため、今すぐ実行したい3か条をご紹介します。
＜今すぐ実行したい紫外線対策3か条＞
1  日差しの強い時間帯を避けて外出しましょう
午前10時から午後2時まではとても紫外線が
強い時間帯です。7・8月の紫外線は冬季の5
～6倍です。外出の時間帯を工夫しましょう。

2  外出の時は、帽子をかぶりましょう
首筋まで覆う帽子やつばの広い帽子がおすすめ
です。帽子のつばは7cm以上あり、瞳の部分が
かげ
● ●

になるものが理想的です。
3  緑茶・大豆・野菜類を積極的に食べましょう
日焼けをすると皮膚細胞内で活性酸素（皮膚がんの原因になる物質）が増え
ます。活性酸素の働きを抑える緑茶、紅茶、大豆などの食品やビタミンが多
く含まれている野菜、果物を積極的に食べるようにしましょう。

※強い日焼けをしたら、必ず病院に行きましょう
日焼けで赤くなるのは皮膚が炎症を起こしている状態です。
まずは冷やして、炎症を鎮めましょう。水疱

すいほう

ができたり、1日たっても
痛みが治まらない場合は、必ず病院に行きましょう。
健康づくり推進課健康指導1係　242-7275 健康指導2係　223-9222問 

●有害な紫外線からあなたの皮膚を守りましょう

◇6月市議会において、助役に永田
司良
しろう

さん（砂本町・写真左）、収入
役に溝口博さん（浅岡下・写真右）
が決まりました。

任期 6月24日から4年間

秘書広報課秘書係 244-3103
出納室出納係 244-3137

問 

●助役、収入役が
決まりました

◇6月1日から6月20日まで行
った市民投票の結果、右の
デザインが新「袋井市」の
市章に決定しました。

◇たくさんのご応募、ありが
とうございました。
応募総数　13,020件
（内このデザイン8,503件）
◇市章は、6月25日に開催し
た開市記念式典で正式に発
表しました。

デザインの意味
袋井市の頭文字であるアル
ファベットの「F」を図案化しています。
飛躍する文化都市と自然豊かな田園、さわやかな風、遥かな海をイメージし、
全体で新しい市民の和を表現しています。

デザインの作者 山本晃さん（浜松市）

秘書広報課秘書係　244-3103問 

新「袋井市」の市章が決まりました

◇アマチュアスポーツの全国大会など
に出場する方に助成金を交付します。

対象 市内在住、在勤、在学で次の①～
④のいずれかの大会に出場する個人
または団体①オリンピックなどの国
際試合②国民体育大会③地区予選を
経た全国大会④県や全国で編成する
チームの選手として出場する全国大会

申込方法　支所2階スポーツ振興課に
ある申込用紙に必要事項を記入し
て、お申し込みください。
スポーツ振興課スポーツ健康係

223-9272

問 申 

●スポーツの全国大会出場
者に助成金を交付します

募集区分　▽警察官A（大学卒業・平
成18年3月卒業見込み）▽警察官Ｂ
（高校卒業程度）
第1試験日 9月18日(日)
第1次合格発表日 9月26日(月)
申込方法　県内の警察署、交番、駐在
所などにある申込用紙に必要事項を
記入して、お申し込みください。

受付期間 8月8日(月)～26日(金)
◇平成18年4月採用予定です。

磐田警察署警務課 237-0110問 申 

●県警察官採用試験案内
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問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

●耐震工事などの費用を補助します

(注１）昭和56年5月以前に建てた建物が対象です（補強計画は木造住宅のみ）。
(注2）耐震補強工事は、補強計画に基づいた耐震診断の総合評点が1.0未満の
木造住宅を0.3ポイント以上アップして、1.0以上にする工事が対象です。

申込方法 事前に地域振興課防災対策室へご相談のうえ、市役所2階地域振興課
防災対策室または、支所1階市民サービス課地域振興係へ申請してください。

◇地震による住宅やブロック塀などの倒壊、転倒などを防ぐため、市では、住宅
の耐震診断・耐震補強工事の費用やブロック塀などを改修、撤去する場合の工
事費用の一部を補助します（事業を行う前に申請が必要です）。

◇自治会公会堂の耐震診断も補助の対象となります。

◇市役所2階地域振興課や支所1階市民サービス課にある「わが家の耐震診断調
査票」を提出してください（電話での相談も随時受け付けています）。

＜専門家が無料耐震診断を行います＞

＜耐震工事などを補助します＞

昭和56年5月以前に建てた木造住宅（軸組工法）を無料
で専門家が診断します。

事業の区分 内 容区域

市内全域

事業の区分 補 助 額

工事費ブロック塀
などの撤去

ブロック塀
などの改善

経費

事業の経費と基準額（ブロック塀などの長さ×
8,900円）を比べて少ない金額の2分の1以内で、1
敷地20万円まで
事業の経費と基準額（ブロック塀などの長さ×
38,400円）を比べて少ない金額の2分の1以内で、
1敷地25万円まで

工事費
設計費

委託費
精密耐震診断 木造で図面がある場合、事業の経費と基準額144,000

円を比べて少ない金額（建物の構造や図面の有無によ
って額が違います）

市内全域

区域

緊急輸送
路沿いな
ど

市内全域

耐震補強工事
（注２） 工事費 市内全域

1敷地60万円まで
高齢者のみの世帯・障害がある方がいる世帯など
は、80万円まで

耐震補強計画
（注１）

耐震診断

地域振興課防災対策室 244-3108 市民サービス課地域振興係 223-9215問 申 

◇7月11日(月)～20日(水)は、夏の交
通安全県民運動期間です。

◇高齢者の交通事故防止、交差点の
出会い頭事故の防止、歩行者事故
防止対策の推進が重点目標です。

◇交差点は、人・自転車・二輪車・
自動車が集中する危険な場所です。
ドライバーの皆さんは、より一層
運転に集中しましょう。

交差点の周りには危険がいっぱい！

◇今年度から木造住宅の耐震補強工事の補助限度額が増額（一般世帯60万円、高
齢者のみの世帯など80万円）になりました。

◇専門家の無料耐震診断とブロック塀の撤去・改善に対する補助制度は、今年度
限りとなる見込みです。ぜひご利用ください。

◇狩猟や有害鳥獣捕獲を行う場合に
は、狩猟免許が必要です。

日時　8月28日(日)午前9時～
場所　中遠総合庁舎西館4階404・
405会議室（磐田市見付3599-4）

試験内容　知識、適性・技能試験
申請手数料 5,300円（一部試験科目
が免除される方は4,000円）分の県
証紙を申請書にはってください。

申込方法 市役所3階農政課農政企画
係、支所1階建設経済課産業振興係、
または中遠農林事務所森林整備課に
ある申請書に必要書類を添えて、ご
持参または、郵送してください。

申込締切 7月27日(水)
中遠農林事務所森林整備課

237-2301

〒438-0086 磐田市見付3599-4

問 申 

●狩猟免許試験

◇新「袋井市」の誕生を広くPRする
イベントに補助金を交付します。

対象 次の①～③のすべてに当てはま
るイベント①市内の各種団体が主催
する市民を対象に行うイベント②新
市の誕生を市内外に広くPRでき、
市民相互の交流ができるイベント③
平成18年3月31日(金)までに実施さ
れるイベント

◇例年、行っている事業については、
事業名に冠をつけるだけでなく、新
市施行を記念する内容を含んでいる
ものが対象となります。

補助限度額 事業費の1/2以内で1団
体1事業につき10万円

申込方法　市役所4階秘書広報課秘書
係にある申請書に必要事項を記入し
て、事業予算書と事業計画書を添え
て、お申し込みください。

申込締切 事業実施日の2週間前
◇申し込みは、随時受け付けます。

秘書広報課秘書係　244-3103問 申 

●新市記念イベント事業に
補助金を交付します

※平成17年4月1日から平成18年3月
31日まで自治会別無事故・無違反
コンクール開催中です。地域振興課交通対策係 244-3125問 
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◇平成17年4月1日現在、恩給法によ
る公務扶助料や戦傷病者戦没者遺族
等援護法による遺族年金などを受け
る方がいない場合に、特別弔慰金
（額面40万円の10年償還の記名国債）
が支給されます。

◇特別弔慰金は、戦没者などの死亡当
時の遺族で、次の①～③の最も先の
順位の遺族1人に支給されます。

対象 ①平成17年4月1日までに、弔
慰金の受給権を取得した方②戦没者
などの子③戦没者などの父母、孫、
祖父母、兄弟姉妹など

請求方法 市役所1階しあわせ推進課
生活福祉係または、支所1階福祉課
しあわせ推進係にある請求書に必要
事項を記入して、請求してください
（前回請求した方には、請求書を郵
送します）。

持ち物 認め印、戦没者などとの関係
を証明できる書類など

請求期間 7月1日(金)～平成20年3
月31日(月)
しあわせ推進課生活福祉係

244-3119

福祉課しあわせ推進係　223-9213

問 申 

●戦没者などの遺族の方へ
特別弔慰金を支給します

◇10月1日(土)から、屋外広告業の登
録制度が施行され、県知事の登録を
受けることが必要になります。

日　8月31日(水)
時　午前10時～正午、午後1時30分
～午後3時30分

所　県袋井土木事務所
（袋井市山名町2-1）
対象　屋外広告業を営む方
内容 屋外広告業の登録制度の概要と
手続きの説明

定員　午前・午後それぞれ100人（先
着順。1業者につき1人）

参加料 無料
申込方法 はがき、ファクスまたは、
Eメールに、「袋井土木事務所の屋
外広告業登録説明会申し込み」と明
記のうえ、会社名、氏名、電話番号、
午前または午後を記入して、お申し
込みください。

申込期間 7月19日(火)～8月5日(金)
消印有効
県都市住宅部都市計画室

2054-221-3490  FAX054-221-3640
〒420-8601 静岡市追手町9-6
toshikeikaku@pref.shizuoka.lg.jp

問 申 

●屋外広告業登録制度
説明会

◇市では、だれもが安心して暮らしや
すいまちづくりを進めるため、「地
域福祉計画」を策定します。地域福
祉計画を一緒に考えてみませんか。

＜応募要項＞
活動内容 市の地域福祉計画の策定、
見直し、推進についての意見や提言

応募資格 市内在住・在勤・在学で、
20歳以上の方

募集人数 3人（面接を行います）
任期　8月1日(月)～平成20年3月31
日(月)（3年間）
※委員会は年3回程度、月～金曜日
の午後に開催する予定です。

申込方法 はがき、ファクスまたは、
Ｅメールに住所、氏名、性別、生
年月日、職業、電話番号を記入し
て、お申し込みください。

申込締切 7月20日(水)
いきいき長寿課長寿福祉係

244-3121 FAX43-6285
〒437-8666 袋井市役所

ikiiki@city.fukuroi.shizuoka.jp

問 申 

●地域福祉計画策定委員会
の委員を募集します

◇袋井衛生センターでは、熱風乾燥し
た汚泥を肥料にして配布しています。

◇有機肥料なので、安心してご利用い
ただけます。

配布日時　▽月～金曜日 午前8時30分
～午後5時▽第1・3土曜日 午前8時
30分～正午

料金 1袋（15kg） 100円
◇予約の必要はありません。直接、袋
井衛生センターへお越しください。

◇自治会や花の会などで公共的に利用
する場合は、無料で差し上げます。
袋井衛生センター　242-2765

袋井市愛野2961

問 

●肥料をご利用ください

＜防衛庁(自衛官)採用制度説明会＞
日　7月23日(土)
時　午前10時～午後3時
所　自衛隊袋井募集事務所（袋井市
永楽町143）朝日生命ビル3階

内容 自衛官各種採用制度の受験資
格、勤務内容など

◇詳しくはホームページ（http://www.
sizuoka.plo.jda.go.jp)をご覧ください。
自衛隊袋井募集事務所 243-3717問 

●防衛庁採用制度説明会

◇私立幼稚園に通うお子さんの保育料
の一部を補助します。

対象 市内在住で平成17年度市民税
の所得割課税額が124,400円以下
の世帯

補助内容 園児1人当たり年額56,800円
～254,000円（補助額は、園児数
や市民税所得割課税額により異なり
ます）

申込方法 7月29日(金)までに、支所
2階教育総務課総務係にある申請書
に必要事項を記入して、通園してい
る幼稚園に提出してください。
教育総務課総務係 223-9200問 

●私立幼稚園の保育料の
一部を補助します
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①市民病院管理課
総務係で交付します。②郵送を希望
する方は、電話またはファクスで郵
便番号、住所、氏名、電話番号をお
知らせください。③市民病院のホー
ムページ(http://fukuroi.cup.com)から
印刷して使用することもできます。

受　　　験　　　資　　　格
昭和45年4月2日以降に生まれ、助産師または看護師免許が
ある方（平成17年度中に国家試験を受ける方を含む）

職　種
助産師
看護師

採用予定人員

約 4 0 人

平成18年度採用 袋井市民病院職員を募集します　
●募集内容　

試　　　験　　　種　　　目
口述試験(面接)、筆記試験(教養試験、専門試験、小論文）

試 験 日
8月20日(土)

●試験日・試験種目
場　所
市民病院

申込用紙の請求

申込用紙に必要書類を添えて、市民病院管理課総務係へ持参または、
郵送してください。

7月1日(金)～8月8日(月)午前8時15分～午後5時（土・日曜日、祝日
は除く）※郵送の場合、8月8日(月)消印有効
受付期間

申込方法
市民病院管理課総務係

243-2511 FAX43-5576
〒437-0061 袋井市久能2515-1

問 申 

7月1日(金)～29日(金) 
午前8時30分～午後5時15
分（土・日曜日、祝日は除く）
※郵送の場合、7月29日
(金)消印有効

①市役所4階総務課人事研
修係で交付します。②郵便
で請求する場合は、ご自分
の住所、氏名を記入した返
信用封筒（Ａ4号）に120
円切手をはり、同封してく
ださい。③袋井市のホーム

印刷して使用することもで
きます。

申込用紙に必要書類を添え
て、市役所総務課人事研修
係へご持参または、郵送し
てください。
◇詳しくは、お問い合わせ
ください。

申込用紙の請求

受付期間

試　　験

第1次試験

第2次試験

第3次試験

試　　　験　　　種　　　目

実技試験(保育、教育に必要な実践的技術)

面接試験、体力検査
教養試験、一般性格診断検査、専門試験(大卒、保育
士・幼稚園教員、電気技術員)
※保育士・幼稚園教員の受験資格①に当てはまる方
は、論文試験と一般性格診断検査を行います。

※消防職員は教養試験、一般性格診断検査を行います。

試験日

8月20日
(土)

8月21日
(日)

●試験日・試験種目

総務課人事研修係

244-3101

〒437-8666   袋井市役所　

問 申 

●募集内容　

平成18年度採用 袋井市職員・袋井市森町広域行政組合消防職員を募集します　

申込方法

面接試験（個人）10月中旬
9月中旬 作文・面接試験（集団）

場　所

市役所

袋井消防署

総合センター
市役所

市役所
市役所

職　種

保育士
幼稚園教員
消防職員

全職種

消防職員以外
全職種

受　　　験　　　資　　　格　　　
【大学卒業程度】昭和50年4月2日から昭和59年4月1日までに生まれた方
【短大卒業程度】昭和53年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた方
【高校卒業程度】昭和55年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた方
一般事務員の受験資格に加え、土木の科目を専攻した方
①昭和41年4月2日から昭和50年4月1日までに生まれ、幼稚園教諭免許と保育
士資格を取得し、幼稚園または保育所で5年以上の勤務経験がある方
②昭和50年4月2日以降に生まれ、幼稚園教諭免許と保育士資格を取得した方ま
たは、平成18年3月31日までにこれらの免許、資格取得の見込みがある方
昭和35年4月2日以降に生まれ、電気主任技術者免許と建築物環境衛生管理資格がある方
昭和57年4月2日以降に生まれ、高校卒業程度以上の学歴がある方

採用予定人員

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

職　　種

一般事務員

土木技術員

保育士

幼稚園教員　

電気技術員

消防職員

受　　　験　　　資　　　格　　　
次のすべてに当てはまる方
①昭和41年4月2日以降に生まれ、高校卒業程度以上の学歴がある方
②身体障害者手帳を持っている方
③自力で通勤ができ、介護者を要せず職務が遂行できる方
④活字印刷文による採用試験に対応できる方

採用予定人員

若干名

職　　種

一般事務員

◇上記の募集以外に身体に障害がある方を対象に職員を募集します

ページ(http://www.city.
fukuroi.shizuoka.jp/)から

問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール
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小学生水泳教室を行います
◇初心者を対象に、水に慣れることや泳ぎの基本などを学びます。
対象 健康な市内在住の小学1～6年生
受講料 8,400円（スポーツ保険料含む） 全12回

日程
8月31日(水)～12月7日(水)
9月1日(木)～12月8日(木)
9月3日(土)～12月10日(土)

コース
水曜コース
木曜コース
土曜コース

時間
午後5時～6時
午後3時55分～4時55分
午前11時30分～午後0時30分

定員
60人
60人
50人

申込方法　袋井B&G海洋センター、浅羽B&G海洋センター、市民体育館また
は、支所2階スポーツ振興課スポーツ健康係にある申込用紙に必要事項を記
入して、袋井B&G海洋センターにお申し込みください。（1人1コースのみ）

申込日時 7月23日(土)午前9時30分～午後5時
7月24日(日)午前9時30分～正午

抽選日時 7月24日(日)午後1時～ 場所 袋井B&G海洋センター
◇プールへの送迎は各自で行ってください。
市スポーツ協会水泳部（火～土曜日　午前9時30分～正午、午後1時～5時）
241-1771
袋井B&G海洋センター　243-1523 申 

問 

日時　7月31日(日)午後1時～4時　　
場所　月見の里学遊館（袋井市上山梨32-1）
内容　＜見学・参加自由＞

午後1時～1時30分　サイエンスショー「マイナス200度の世界」
午後1時30分～4時　シャボン玉作り　

＜ワークショップ＞
午後1時30分～3時30分　エンジン分解・組み立てワークショップ（見学自由）
午後1時30分～4時　工作ワークショップ　

対象 幼児から大人まで（エンジン分解・組み立て
ワークショップは、小学5年生～中学生が対象です。
小学3年生以下のお子さんが工作ワークショップに
参加する場合には、保護者が付き添ってください）

申込方法 電話で住所、氏名、電話番号、参加を希
望するワークショップをお申し込みください。

申込受付 7月10日(日)午前8時30分～（先着順）
月見の里学遊館 249-3400問 申 

夏休み工作科学実験教室

参加料
無料

400円

500円

100円

200円

300円

50円

100円

ワークショップ
エンジン分解・組立

凧づくり
おさかなフレーム

簡単工作

動物貯金箱

おさかなモビール

スライム

流しそうめん

内容
エンジンの分解や組み立てをする（見学は自由）

ダイヤ型の凧を作って月見の里公園で揚げる

樹脂粘土で魚などを作りフレームに飾り付ける

竹や枝などを使ってカニや笛などを作る

紙とペットボトルなどを使って貯金箱を作る

紙細工の魚などを作って涼しげなモビールを作る

科学の不思議、スライムを作る

青竹を削って組み立て、流しそうめんを体験する

定員
5組

40人

20人

60人

30人

20人

100人

20人

午後4時30分～
月見の里
夏祭り開催!

◇市では、ひとり暮らしや昼間一人で
いることが多い高齢者の方を対象
に、「生きがい対応型デイサービス」
を行っています。

◇高齢者の皆さんの送り迎えをしてい
ただけるボランティア
の方を募集します。

日　月～金曜日
時 午前9時～10時、午後2時～3時
内容　8人乗りワゴン車で生きがい対
応型デイサービス利用者の送迎

申込方法 電話で住所、氏名、電話番
号をお申し込みください。

◇午前のみ、午後のみでも構いません。
お気軽にご相談ください。
市社会福祉協議会　243-3020問 申 

●送迎ボランティアを
募集します

●ふじのくに
ユースウィング2005

◇国際的な視野を広げ、地域で活躍し
てみませんか？

◇9月～12月まで月1回程度、事前研
修があります。

日　12月21日(水)～27日(火)
所 中国浙江

せっこう

省杭州
こうしゅう

市、上海市
対象 18～おおむね30歳までの方
（高校生不可）
定員 70人
参加料 100,000円（食費、保険料、
などは別にかかります）

申込方法　支所2階生涯学習課生涯学
習係にある申込用紙に必要事項を記
入して、お申し込みください。

申込締切　7月19日(火)
生涯学習課生涯学習係

223-9268

問 申 

たこ
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健康貯筋教室で取材しながら、受講生の
皆さんのじゃまにならないよう、体力測
定をしてみました●長座体前屈、継ぎ足
歩き、一本足バランスなどに挑戦●柔軟
性を測定してみると、思いのほか、体が
固く「あれ、昔はもっと曲げられたの
に？」と体の変化を痛感！●「まだ曲が
るはず」と体をぐいっと曲げてみました
がさほど曲がらず、腰に違和感が残りま
した。まだまだ若いと思っていても、確
実に月日は流れていっています。 「永」

◆編集後記

●親子公共施設めぐり

日 8月9日(火)
時 午前8時50分～午後4時
（集合午前8時50分、出発午前9時）
集合場所 市役所1階市民ロビー
コース 市役所～大塚ベバレジ(株)～
浅羽郷土資料館～アクアパークあさ
ば～どんどこあさば（昼食）～クリ
ーンセンター～エコパスタジアム・
アリーナ～市役所

対象 市内在住の小学生以上の親子
定員 30人（申し込み多数の場合は抽選）
参加料 無料
申込方法 電話または、ファクスで
参加を希望する方の住所、氏名、電
話番号をお申し込みください。

申込締切 7月22日(金)
◇昼食は、各自でご持参ください。

秘書広報課広報広聴係
244-3104 FAX44-3150

問 申 

問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

◇就職のプラン作りをお手伝いします。
日 8月25日(木)
時 午後1時30分～4時（受付1時～）
▽ガイダンス 午後1時30分～
▽個別相談 午後3時30分～
所 サンライフ袋井2階研修室
内容 パートタイム労働の現状と基
本、知っていると便利な知識など

対象 パートタイムで働いている方や
働こうと考えている方

定員 40人（先着順）
受講料 無料
申込方法 事前に電話で氏名、電話番
号をお申し込みください。
商工課商工労政係 244-3136問 申 

●パートタイム
労働ガイダンス

●夏休みの自然観察会

日時　7月24日(日)午前10時～正午
集合場所　エコパ西第4駐車場
内容 いろいろなトンボを探そう
対象 子どもから大人まで（20人）
参加料　100円
申込方法 事前に電話またはファクス
で参加する方の氏名、電話番号をお
申し込みください。
県自然観察指導員会西部支部「小笠山

の自然観察会」243-3839（小松さん）

FAX020-4624-1058

問 申 

日　7月31日(日) 雨天決行　
時　開会式　午前9時～
競技開始　午前9時30分～

所　エコパスタジアム
◇入場無料です。皆さんの応援や見学
をお待ちしています。
市スポーツ協会　242-1920問 

●袋井市陸上競技大会兼
袋井マスターズ選手権大会

●水生生物観察会

◇川底に住む生き物を観察しながら、
太田川の水質を調べてみよう。

日　8月8日(月) 雨天中止　
時　午前9時～午後3時
集合場所　市役所1階市民ホール
内容 太田川に住む生き物の観察
対象 市内在住の小学4～6年生
定員 64人（申し込み多数の場合は
抽選。7月25日(月)までに結果をお
知らせします）

参加料　無料
申込方法 電話、
はがき、ファ
クスまたは、Eメールで住所、氏名、
性別、学年、電話番号をお申し込み
ください。

申込締切 7月20日(水)
持ち物 筆記用具、昼食、水筒、着替
え、ゴムぞうり、タオル、帽子、水
生生物採集用の目の細かい網
環境衛生課環境保全係

244-3115 FAX43-2132
〒437-8666 袋井市役所
kankyou@city.fukuroi.shizuoka.jp

問 申 

●伝統文化こども教室
～日本の伝統文化を学ぶ～

◇日本の伝統文化である茶道、華道、
書道、礼法などを学びます。

日　7月31日(日)～平成18年3月26日
(日)の日曜日（予定）全20回

時　午前10時30分～正午
所　浅羽会館和室
内容 茶道、華道、書道、礼法など
対象 市内在住の小学5年～中学2年生
定員 15人
受講料　無料（花材代、茶菓子代など
は別にかかります）

申込方法 電話、ファクスまたは、E
メールで住所、氏名、年齢、学校名、
電話番号をお申し込みください。

申込締切 7月25日(月)
日本文化礼節保存会 古澤さん

2FAX23-6087

mayumi@furusawashinsui.com

問 申 



青い空、照りつける太陽、そして光
り輝く海。真夏の海を舞台に繰り広げ
られる「袋井市海岸まつり」。海岸で
は、新市誕生を祝う凧

たこ

あげやちびっこ
砂浜宝探し、地引網体験など様々なイ
ベントを開催します。
また、浅羽体育センターや浅羽Ｂ＆

Ｇ海洋センターでも様々な催しが繰り
広げられ、楽しい一日を満喫できます。
家族そろって、出掛けてみてはいか

がでしょうか？

日　7月17日(日) 荒天中止
時　午前10時～午後3時
所　同笠

どうり

海岸、浅羽体育センター、浅
羽Ｂ＆Ｇ海洋センター

内容　地引網体験、ビーチフラッグス
大会、ちびっこ砂浜宝探し、木製ミ
ニSL乗車体験、塩づくり道具展示、
水中ウオーキングレッスン、エアロ
ビックの実演など
（天候の状況で、中止になる場合も
あります）

袋井市海岸まつり 

N

浅羽郵便局 

至袋井I.C

JR東海
道新幹

線 袋井駅 

浅羽支所 

浅羽中 

浅羽南小 

浅羽B&G海洋センター 

国道150号 
亀の松 

海岸まつり会場 

野球場 

浅羽B&G 
海洋センター 亀の松 

（株）エム・シー・アルミ 
　   浅羽工場 

（株）テクノフレックス・ 
トーラ 静岡工場 

（株）早川製作所 

会場 

東海製機（株） 
浅羽第1工場 

浅羽体育センター 

P

P

P

P

P P P

P

6月2日、浅羽南小学校の6年生
62人が、6月8日のプール開きを前
にプール掃除を行いました。少し
汗ばむ陽気の中、子どもたちは水
着に着替え、デッキブラシやたわ
しを持ち、元気にプールを掃除し
ました。プール掃除も後半にさし
かかると、上から下までびしょ濡
れの子どもも現れ、一足早くプー
ルを楽しんでいました。

■真夏の海へ　レッツゴー！
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問 

人口／83,794人 （前月比＋68人）

（外国人登録者3,378人含む）

男性／42,083人 （前月比＋52人）

女性／41,711人 （前月比＋16人）

世帯数／28,349世帯（前月比＋51世帯）
平成17年6月1日現在

どんな魚がとれるかな？とった魚は、持ち帰ることもできます。

出場は、当日会場で受け付けます。

大物、 
ゲットだぜ！ 


